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   Ｈ０５Ｂ  37/02     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
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   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
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【ＦＩ】
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   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１２Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/34    　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６１１Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成22年8月4日(2010.8.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイ装置内の照射装置用の回路であって、
　直列に結合された２つ以上の照射手段と、
　前記照射手段の直列接続に対して第１の供給電位および第２の供給電位（ＶＤＤ、ＧＮ
Ｄ）の間の電圧（ＶＤＤ）を発生させ、および／または前記照射手段の前記直列接続に基
本的に一定の電流を供給する共通電源と、
　それぞれの照射手段に関連付けられ、前記それぞれの照射手段を選択的にイネーブルお
よびディスエーブルにする第１のスイッチであって、それぞれの前記第１のスイッチは、
その関連付けられた照射手段の主電流伝導電極の１つにおける電位に対応する基準電位（
ＶＲＥＦ１、ＶＲＥＦ２）を有し、それぞれのスイッチが制御端子を有する第１のスイッ
チと、
　前記共通電源（ＶＳｕｐｐｌｙ）の前記供給電位の１つ（ＧＮＤ）に対応する基準電位
を有する、それぞれの第１の制御信号の供給源と
　を備え、
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　第２の制御信号の供給源であって、前記第２の制御信号は前記第１の制御信号により変
調され、それにより、複数の変調された第２の制御信号が発生する供給源と、
　それぞれの第１のスイッチに関連付けられ、それぞれの第１の制御信号により変調され
た前記第２の制御信号を対応する第１のスイッチの前記制御端子に結合する結合手段であ
って、前記第１のスイッチの前記制御端子における前記制御信号（Ｓ１’、Ｓ２’、Ｓ３
’）が、前記第１のスイッチの前記それぞれに対応する基準電位（ＶＲＥＦ１、ＶＲＥＦ

２）を基準とする結合手段と
　をさらに備えたことを特徴とする回路。
【請求項２】
　前記結合手段は、前記変調後の第２の制御信号を復調して、前記第１の制御信号に対応
する復調後の信号を発生させる復調手段を含み、前記第１の制御信号に対応する前記復調
後の信号は、前記第１のスイッチに印加されてそれを制御することを特徴とする請求項１
に記載の回路。
【請求項３】
　局所電源が、それぞれの照射手段に、前記それぞれの関連付けられた第１のスイッチを
動作させるために関連付けられ、前記変調された第２の制御信号は、前記それぞれの局所
電源に電力を供給するために使用されることを特徴とする請求項１に記載の回路。
【請求項４】
　前記復調手段は、前記第２の制御信号により制御される第２のスイッチを含み、前記第
２のスイッチは、前記局所電源から、前記第１のスイッチに関連付けられた信号保持手段
を充電することを特徴とする請求項２または３に記載の回路。
【請求項５】
　前記第２の制御信号の前記供給源は、前記第１の制御信号によりその出力が変調される
発振器を含むことを特徴とする請求項１に記載の回路。
【請求項６】
　複数の照射手段のために、前記第２の制御信号の供給源として単一の発振器が設けられ
、前記発振器の出力信号は、分配手段の入力に印加され、前記分配手段は前記発振器信号
を、変調された第２の制御信号（Ｓ１、Ｓ２、Ｓ３）として、関連付けられた照射手段の
１つ以上の結合手段に印加することを特徴とする請求項５に記載の回路。
【請求項７】
　前記第１のスイッチの基準電位をもつ回路ノード、および／または前記第１のスイッチ
の制御電極は、リセット電位（ＧＮＤ）に切換え可能に接続され、前記切換え可能接続は
、前記リセット電位（共通リセット）に向かって順方向にバイアスされたダイオード、ま
たはトランジスタを含むことを特徴とする請求項１に記載の回路。
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